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３１年度一般会計予算 前年比3.3％増
146億7千万円 過去４番目の大型予算

3 月
定例会

一般会計補正予算

補正後総額

30年度

▲1億3,798万円

154億8千万円
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一般会計予算
31年度

146億7千万円
ここに
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当初予算
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回答件数 登録率（人口比）登録者数

沖郷地区デマンドタクシー実証実験結果集計表
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　こういったことから、現在のところ「採算性はないものの、経営改善の余地はある（取り
組んでいる）ため、経営体制の変更や大幅な経営改革を行うことを前提に、引き続き事業を
継続する」ものと判断する。
③経営健全化のための具体的な対応
　第三セクターの㈱ハイジアパーク南陽においては、前記の組織強化、減資による経営改革
の取組みを進め、市においても、施設の管理運営にあたり市から支出している指定管理料に
ついて制度の趣旨に沿って適切に積算を行い、経営の改善とともに債務超過の解消を目指す
こととする。
　具体的な経営改善の期間については、30年度から34年度までとするが、経営状況の変化
や利用者数の推移、さらに施設の老朽化の進捗によっては、現在担っている役割も十分に勘
案し、「事業の整理」、「施設の廃止」も含む抜本的な改革手法について検討することとする。

公共施設等総合管理計画における判断

　利用者数は減少傾向にあるが、施設の維持管理にかかる経費は増加傾向にあり、市民一人
当たりのコストについても29年度決算値で、1,707円と、同じ「レクリエーション・観光施
設」に分類される施設（赤湯温泉観光センターからころ館162円）と比較しても相当経費が
かかっている状況にある。（別用途施設の参考資料：南陽市文化会館2,331円）
　今後も指定管理料以外の市が負担すべき施設の修繕・更新にかかる経費（工事費）は、年
額で3,000万円～4,000万円、今後数年間必要となると見込まれ、市民一人当たりの負担は
増加していくものと想定される。
　市の財政状況は、各種扶助費の自然増に加えて人口減少による影響などから厳しさを増す
ことが想定され、公共施設にかかる経費についても、防災、教育、福祉などの市民生活に不
可欠な施設に重点的に配分していかなければならず、ハイジアパーク南陽にかかる改修・更
新にかかる経費を捻出することが困難な状況にある。
　公共施設等総合管理計画の基本方針においては「老朽化して利用人数の低下が見込まれる
施設については統廃合を進め、施設総量の縮減を図る」こととしており、現在の利用者数、
将来負担の見込みから、公共施設等総合管理計画においては、「施設の廃止」を含めた検討
をすべきものと考える。
　なお、施設の廃止にあたっては、シニアカフェ事業などの市事業の代替施設の確保や市域
防災計画における位置付けなどの整理が必要であり、さらに公共施設等総合管理計画におけ
る観点以外では、指定管理を行っている㈱ハイジアパーク南陽との協議、市民、利用者への
説明など、解決すべき課題が多いため、一定の時間をかけて慎重に判断しなければならない。
　※南陽市公共施設等総合管理計画とは
　長期的な視点をもって公共施設等の更新・統廃合等の検討や更新費用の抑制等により、財
政負担の縮減・平準化を図るとともに、公共施設等の最適な配置の実現を図ることを目的と
し、道路、橋りょう等のインフラを含む公共施設等について、その長期的・総合的な管理に
関する方針や目標を定めるもの。
　※議会の対応
　議会としては、「公共施設等総合管理計画における判断」として報告を受けたもので議案
（採決）とはならない。今後の推移を慎重に把握・検討することが必要となる。



平成31年４月16日発行
議会だより 第155号

どうする・どうなる「ハイジアパーク南陽」どうする・どうなる「ハイジアパーク南陽」どうする・どうなる「ハイジアパーク南陽」どうする・どうなる「ハイジアパーク南陽」どうする・どうなる「ハイジアパーク南陽」
特集特集特集特集特集

公共施設等総合管理計画における判断を提示

31年２月21日　議員全員協議会において、財政課より「公社・第三セクター見直し方針
に基づく分析結果について」の報告がなされた。以下に概要を記載します。

※報告根拠　
総務省30年２月20日付の「第三セクターについて、31年３月31日を経営健全化方針の策
定・公表の期限とする」通知を受けての対応として策定された。

　
※内　容
財政状況を確認し、見直し対象基準及び採算性の判断基準に基づき分析した結果、「見直し
対象」と判断。具体的な検討項目により現状分析を行うとともに、公共施設等総合管理計画
の観点に基づく検討も加えて、健全化方針を作成した。

　
※今後の対応
30年度の決算状況により、今後のあり方、経営改革の手法について市民各層から意見をいた
だく検討会を開催する予定とした。

　
※詳　細
①経営状況、財政的なリスクの現状及びこれまでの市の関与
　債務超過が52,477千円、累積損失額が300,977千円（いずれも29年度決算数値）となっ
ており、その解消についても目途が立っておらず、経営・財務状況は極めて厳しいものと
なっている。
　市の負担については、施設管理にかかる指定管理料のほか、施設の修繕費を支出しているが、
老朽化により修繕経費が増加傾向にあるため市財政に与える影響は年々大きくなっている。
②経営健全化の取組みに係る検討
　設置目的である「住民福祉の増進、地域活性化」に結びつく「子供の遊び場」事業、「シ
ニアカフェ」事業を実施しており、政策目的と事業内容は合致している。また、市地域防災
計画において指定避難所（二次避難所）に指定されており防災上の役割も担っている。
　しかし、採算性については、今後とも利用者が減少傾向にあり、管理費は高止まりするこ
とから、現在の事業形態では経営改善策を講じても単年度黒字を計上することが精一杯であ
り、長期的に見ても債務超過の解消は困難と考える。また、施設の老朽化が進んでおり、特
に開業以来更新していない温泉・プール設備の劣化が著しく、修繕、更新のいずれの手法を
採っても莫大な経費が必要になると見込まれている。
　経営改善の取組みとしては、30年度に現場における意思決定を迅速に行うために組織体制
の強化を図るとともに、節税効果などがある「減資」を行っている。現時点ではその効果に
ついて確認できないため、30年度の決算状況により改めて採算性、経営改革の手法について
検証を行う必要がある。

「1992年８月オープン 27年が経過した市が保有する温泉保養施設」
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